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あんしん

なっとく

じゅうじつ の生活

●グループホームの運営

●あったかほーむの運営

●余暇利用の支援

●環境保全の活動

お品書き

わいわい日中ボラ。

時間：おまかせ。

月１回でもかまいません。

お話相手、散歩・買い物

などなど。

募集中

お問い合わせ ＮＰＯ法人事務局（あったかほーむ内）TEL／FAX 0748-77-6723

２００８年７月１５日発行 第１５号

ＮＰＯの活動報告

●２月８日 第２回理事会（in越前）

●２月10日 わいわい運営推進会議

●２月10日 余暇活動ワイワイ(第89回)

●２月26日 ＮＰＯ・なんてん研修会

●３月15日 コンサート打ち合わせ

●３月16日 第3回理事会

●４月13日 余暇ワイワイ(第90回)

●４月20日 わいわい運営推進会議

●４月26日 コンサート打ち合わせ

●５月17日 余暇活動ワイワイ(第91回)

●５月18日 総会（じゅらくの里福祉ﾊﾟｰｸ館）

●６月７日 2008みんなおいでやコンサート

●６月15日 余暇ワイワイ(第92回)

●６月28日 コンサート反省会

●６月28日 体験ホーム打ち合わせ

●７月12日 余暇ワイワイ(第92回)

●７月13日 体験ホーム打ち合わせ

月1回 ホームｻﾎﾟｰﾄ会議、あったか企画会議、わいわい運営会議

6月7日おいでやコンサート2008より

「成人式を迎えた平成、節目の年となる

予感」と前号でお伝えしましたが、その

予感どおり、アパート利用のブランチ

（枝）ホーム（栗東市林）と体験ホーム

（石部南）の開始、なんてん社長交代、

本部事務局移転、サポートセンター始動

、初めてのターミナルケア、などなど動

きの激しい年度前半でした。

後半は、２年に１度のホーム旅行や夏

祭り（９月７日）など、お楽しみが待っ

ています。ご参加ください。
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昨年末にデンマークへの社会福祉留学を決めてから 、早半年が過ぎ、気付けば出発が来月に迫って

る 。福祉分野に関わるひと り と して、 この私がいつも思っていること 、それは、みんなの余暇が豊か

てほしいという こと 。楽しい時間、 リラ ックスできる場所、自分解放できる瞬間‥そういう時間の提

有をいろんな人していきたい。

そのために私に何ができるのか、楽しいことをどれだけた く さん用意できるのか‥

デンマークの人々の暮らしから 、いろいろな充実した余暇の過ごし方に出会いたい

と思っている 。ハード ・ ソフ ト両面の準備が進んでおらず、焦る気持ちもあるが、 ここ

まできたら 、焦っても仕方がない。持ち前の好奇心とエネルギーを頼りに、飛び込

むまで。言っても 、たった４ ヶ月。

一所懸命楽し く学んできます！ 【 林 順子さんより 】

湖南市の障がい者計画をつくろうと策定委員会がスタートした。冒頭のあいさつで谷畑

市長が「どうかご本人たちや一般市民にも分かるような言葉で計画をつくって欲しい。く

れぐれも専門用語を並べたものにならないように。」という要望を出された。

ひるがえってどうか。「なんてん」や「NPOワイワイあぼしクラブ」はいずれも“障がい

があっても、認知症になっても、地域の中で普通に働き、普通に暮らす”というおもいで

スタートした。にもかかわらず、なかなか専門用語や業界用語が消えない。

私が「お茶やお水はしっかり飲んではりますか」と聞くと、わざわざ言い換えて「はい

っ、水分補給は大丈夫です！」と返事が返る。「水分補給」という用語とその意味を知っ

ていることは大事だが、普通の家では使わない。

最初は私でさえ分からなかった「タイコウ」の話。前後の脈絡から、ははーんこれは

「体交」（体位交換）のことだなと分かったが、おそらくご本人やご家族にはなかなか難

しい言葉であろう。

業界用語に毒されてしまうと、今度は逆に普通の言葉が使えなくなる人もいる。「あな

たお家で、自分のおばあちゃんに転倒せんときや、て言うてんのか？」と聞くと「えっ？

何っ、そんなら何と言うんですか？」と聞き返す。「おばあちゃん気をつけてや。急ぐと

こけて（転んで）しまうで。」が言えなくなってしまっているのである。

「共生舎なんてん」や「グループホームわいわい」､「すずらんホーム」や「あったかほ

ーむ」は生活の場である。もうそろそろ、短縮用語・業界用語・専門用語にお別れをして

もらいたい。 2008.7.8（み）

インフォ メーシ ョ ン ＜本部事務局 ・サポートセンターの移転開設＞

なんてんグループで来春オープンをめざす地域密着型サービス ・小規模多機能型居宅

護 「秋桜舎 （ こすもすや ） 」 （ 石部東一丁目9-26 ） の建物をお借りして、サポートセン

Ｏ事業利用者の個別支援や事業所間の連携業務 ）が4月に開設しました。場所は、石部小

学校の校門前 ・旧東海道沿いで、本部事務局も同居しています。

林さんはＮ Ｐ Ｏパンフレ ッ トの作成にも協力頂きました 。

林さんらしい可愛いイラス ト＆文字でほっこりしますね！
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～ 開園したばかりのワイワイ市民農園でアドバイスしていただいている
門田さんからのメッセージです ～

『百姓』には『おおみたから』という読み方があり、百の姓（職業）の人々、

天下万民という意味を持つそうです。私達は『百姓』を生業とし、農産物を「商品」

としてではなく「命の糧」として生産していきたいと考えています。今はまだまだ

小規模で、水田１町８反（栗東、野洲）、畑７反（石部）で育てた米、小松菜、ホウ

レンソウ、ジャガイモ、タマネギ等の生産物を石部内の施設に出荷するだけに

止まっていますが、近い将来には品目を増やし、地域に広く販売していきたいです。

そして、障害のある無し、老若男女の区別なく、働く意欲をもつ誰もが働くことの

できる企業作りを目指し、現在と未来に『百姓』を担う人材を生み出していきたいと

考えます。ひいては、

『生産と消費の密接によって地域の中でお金が廻り、雇用が創出される町づくり』

その一助となれるよう精進していきます。よろしくお願いいたします。

欲深き人の心と降る雪は つもりにつれて道を失う

百姓（おおみたから）農園

門田充史

グループホームわいわい ～ほっこり・にっこり～

わいわいは開所して５年半がたちました。

この間でスタッフは大きく入れ替わり、この春から

は新しいスタッフを迎え気分も一新で頑張っています。

さて、わいわいの様子です！

４月には毎年恒例の苺狩りへ行きました。

当日は天候が悪く雨の中での出発でしたがみんなで協

力し合い、無事に到着、今年も甘くておいしい苺をス

タッフ共々たくさんいただきました。

お年寄りのみなさんもお腹いっぱい大満足！！！

…のはずが、帰宅するなり「昼ご飯」（笑）みなさんとてもよく食べられました。

５月には母の日を兼ねて外食ツアーに行きました。わいわいにも地元にもお馴染みの

“レストラン潮”へ。会話も弾み予定していた時間をちょっと延長して、食後にはアイスク

リームやコーヒーをいただき、

貸し切りのスペースでゆっくり

過ごさせて頂きました。

これからも季節に合った行事を

企画し、お年寄りとスタッフが

共に楽しんでいける行事を考

えていきたいと思います。

（管理者谷口 ）

２ヶ月毎に行う運営推進会議。

出席者と一緒に。

４月には恒例になったいちご狩りへ

スタッフのお子さんと一緒にパクッ！

あったかコンサートへ行きました♪♪♪
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〈編集後記 〉 「湖南市タウンメール 」はご存じでし ょ うか？市広報でも紹
れていてご存じの方も多いと思います。小学生の子を持つ私は、学校からのお
知らせやボランティアグループの連絡手段に利用しています。不審者情報や警

報時の休校情報なども得られとても便利ですよ！ ♪みつい♪

［ＮＰＯワイワイあぼしクラブ 関連事業所の住所・連絡先］

●

〒５２０－３１０７ 湖南市石部東七丁目５番９号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－６７２３

E-mail: npowai@ex.biwa.ne.jp
●

〒５２０－３１０７ 湖南市石部東七丁目５番２５号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－５７４１

E-mail: waiwai@ex.biwa.ne.jp
●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南七丁目９番２０号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－４２７４

E-mail: suzuran@w-aboshi.com
●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南四丁目９番５－１号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－０６３０

E-mail: white@w-aboshi.com
●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南六丁目９番２９号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－３１３０

E-mail: pskm67097@ares.eonet.ne.jp
●

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南五丁目４番４号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－４７９１

E-mail: attaka@w-aboshi.com
●

〒５２０－３１０７ 湖南市石部東一丁目９番２６号

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７４８－７７－６７８０

E-mail: info@w-aboshi.com
○

〒５２０－３１０７ 湖南市石部東三丁目１番５号

TEL ０７４８－７７－８３４６ / FAX ７７－８３５０

○

〒５２０－３１０８ 湖南市石部南六丁目１０番１０号

TEL ０７４８－７７－５５８０ / FAX ７７－５６１７

今年6月、国道1号線沿いで湖南市に接する栗東市林にあるアパート「栗東ハイツＡ」の一室を、
グループホーム・ケアホーム「南花（さざんか）」のブランチ（枝）として県から指定を受けまし
た。現在、地元のシルバー人材センターの協力を得て、4名の方に食事提供や出勤時間帯の見守り
など、近江学園ＯＢ2人の生活支援をしていただいています。これまでは最小4人の集団ケアでし
たが、新法では、2人住まいでもホームの一部として認められ、アパート等での支援つき生活が
可能となりました。また、一人暮らしを体験するホームも8月から始めたいと考えています。（せ）

〈お願い〉
会員の皆さまへ。ひき続き、新規加入者（正

会員・賛助会員）のご紹介および、今年度の会費

の納入をよろし くお願いいたします。


